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東
小
磯
、
西
小
磯
、
国
府
本
郷
、

国
府
新
宿
、
生
沢
、
月
京
、
石
神
台

地
区
の
一
部
の
区
域
で
、
５
月
か
ら

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

供
用
開
始（
下
水
道
が
使
用
で
き

る
）さ
れ
る
区
域
内
の
土
地
所
有
者

に
は
、
４
月
に
送
付
す
る
申
告
書
に

よ
り
、
受
益
者
を
申
告
し
て
い
た
だ

き
決
定
し
ま
す
。

住
民
説
明
会
を
開
催

　

国
府
本
郷
、
国
府
新
宿
、
生
沢
、

月
京
地
区
の
一
部
の
区
域
内
の
方
に

対
し
、
供
用
開
始
に
伴
う
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

開
催
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
区
域

内
に
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に

対
し
て
、
開
催
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

　

公
共
下
水
道
施
設
を
整
備
す
る
た

め
に
は
多
く
の
建
設
費
用
が
必
要
で

す
。
そ
の
費
用
は
国
の
補
助
金
、
借

入
金
並
び
に
町
税
な
ど
と
皆
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
受
益
者
負
担
金

（
以
下
「
負
担
金
」）に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。

　

整
備
区
域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
対

象
と
な
り
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
ま
た

は
権
利
者
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
。

負
担
金
の
額
は
？

　

対
象
区
域
内
に
所
有
す
る
土
地
ま
た

は
権
利
の
あ
る
土
地
の
面
積
に
単
位
負

担
金
額（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
３
７

７
円
）を
乗
じ
て
算
出
し
た
金
額
で
す
。

　

な
お
、
負
担
金
は
土
地
に
対
し
て

「
一
回
限
り
」の
負
担
で
す
。

負
担
金
の
納
付
方
法
は
？

　

算
出
し
た
金
額
を
12
回
に
分
割
し
、

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
４
期
／
年
、

３
年
）

　

一
括
納
付
も
可
能
で
、
こ
の
場
合

は
、
当
該
年
度
の
最
初
の
納
期
内
の

納
付
に
限
り
、
納
付
さ
れ
る
年
数
、

金
額
に
応
じ
て
一
括
納
付
報
奨
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。（
実
際
は
、
報
奨
金

相
当
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

負
担
金
の
減
免
な
ど

　

負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
に
応
じ

て
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
状
況
や
受
益
者
の

事
情
に
よ
り
、
徴
収
を
猶
予
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た

場
合
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

　

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

　

㈶
神
奈
川
県
下
水
道
公
社
主
催
の

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

次
の
３
名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
相
模
川
流
域
下
水

道
右
岸
処
理
場（
四
之
宮
管
理
セ
ン

タ
ー
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
書
道
の
部（
敬
称
略
）

　
優
秀
賞
　
倉
本
　
新（
国
府
小
）

　
入
賞
　
菅
野
　
は
な
子（
国
府
小
）

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

　

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

公
共
下
水
道
の
使
え
る
地
域
が
拡
大

受
益
者
負
担
金
制
度
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

◇ポスターの部（敬称略）
　入賞  渡邊   ゆな（国府小）

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

で
３
名
が
入
賞
！

　

町
で
は
、
大
磯
町
環
境
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
環
境
審
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
審
議
会
で
は
、
環
境
保

全
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
参
加
に
よ
り
幅
広
い
意
見
な

ど
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
と
し
て

参
加
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　

３
人

▼
応
募
資
格

①
町
内
在
住

②
20
歳
以
上

　
（
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
）

③
平
日
開
催
の
審
議
会
に
出
席
可
能

な
方（
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共

団
体
の
議
会
議
員
、常
勤
の
国
家
・

地
方
公
務
員
、
町
の
他
の
審
議
会

委
員
は
除
く
。）

▼
応
募
方
法

　

応
募
は
、「
大
磯
町
環
境
審
議
会
公

募
委
員
申
込
書
」に
小
論
文
を
添
え

て
、
郵
送
、
持
参
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

応
募
く
だ
さ
い
。
小
論
文
テ
ー
マ

は
、「
町
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
新
た
な
方
策
」で
、
次
の
様

式
に
よ
り
４
０
０
字
以
内
で
記
述
し

て
く
だ
さ
い
。

①
Ａ
４
横
書
き
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙

ま
た
は

②
パ
ソ
コ
ン
等
の
場
合
は
、
Ａ
４
用
紙

横
書
き
で
、
20
字
20
行
、
文
字
サ

イ
ズ
18
ポ
イ
ン
ト
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
４
日（
月
）～
25
日（
月
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
提
出
方
法

　

郵
送
・
持
参
・
Ｅ
メ
ー
ル

▼
提
出
場
所

　

〒
２
５
９
─

０
１
０
３

　

大
磯
町
虫
窪
66

　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　

kankyo@
tow

n.oiso.kanaga

　

w
a.jp

▼
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年

▼
報
酬

　

１
回 

６
，５
０
０
円

▼
そ
の
他

①
申
込
書（
原
稿
用
紙
含
）は
、
環
境

美
化
セ
ン
タ
ー
、
役
場
１
階
受
付
、

国
府
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
応
募
者
が
３
人
を
超
え
た
場
合
、

選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ 

　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
72
）４
４
３
８

大
磯
町
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

〜
大
磯
町
の
環
境
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
〜


